
 

令和８年度 第１回 学校運営協議会  会議録（要点記録） 

１．開催日時  2026 年 5 月 8 日（金） 14 時から 15 時 35 分 

２．開催場所  天竜中学校被服室 

３．出席委員  米山英二、齋藤 誠、鈴木滋芳、中村まゆみ、岡安智代、清水利恭、鈴木剛司 

  （敬称略）  小枝智美、伊藤太一（CS ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

４．欠席委員  匂坂典男 

５．学 校   刑部 吏（校長）、大庭孝仁（教頭）、山下悦子（主幹教諭）、富永雄一 

（2 年主任）長谷川奨（生徒指導主事）、佐野正已（校務ｱｼｽﾀﾝﾄ/CS ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ） 

６．ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ  堀内信広(天竜協働センター長) 

７．傍聴者   なし 

８．会議録作成者 CS ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 佐野正已 

９．議長の選出 

司会（大庭教頭）より議長希望者を委員各位に募るも立候補はなかった。米山委員から鈴

木滋芳さん推薦の提案があり全委員了承でお願いすることとした。 

10．協議事項 （１）学校運営の基本方針について         刑部校長 

         （２）いじめ防止対策               長谷川生徒指導主事 

         （３）職場体験                  富永 2 年学年主任 

         （４）学校部活動の地域移行について        大庭教頭 

         （５）子供の貧困、放課後の居場所づくり        〃 

            （学校と地域で協力できること） 

         （６）夢育やらまいか事業               〃 

         （７）令和 8 年度学校運営協議会自己評価表 本年度の目標確認  〃 

  11．報告事項 （１）生徒のボランティア活動について         〃 

         （２）桜の苗木の植樹について             〃 

（３）今後の予定 

12．会議記録 

    委員総数10人のうち9人の出席があり、過半数に達していることから会議は成立とした。 

 

 協議事項 

（１） 学校運営の基本方針について 

 〇学校教育目標は昨年同様「多様性を認め合い、志をもって主体的に生きる生徒の育成」とし、

本年度の重点は日々の授業を基盤として行事や地域連携を通じて「自尊心」をはぐくみ「15 歳

の志」の確立につなげる。また教職員が大切にする 3 つの柱として ①プロとしての規範意識、

体罰・不適切言動の根絶 ②生徒の自尊心をはぐくむ授業の充実を生徒指導の第一歩とする。 

③多様性を認め合い「言える化」「助け合い」を推進する。学校運営における変更点として翔

龍祭（体育祭）を 10 月から 11 月に、華龍祭（文化発表・合唱コンクール）を 11 月から 10 月

に入れ替えた。応援 T シャツを作成し縦割り団の一体感醸成をはかることとした。また校外学

習（3 年生の修学旅行、2 年生の野外活動、1 年生の校外活動）は全て 5 月に集中させた。 



教職員の時間外は月 45 時間以内としているが、4 月の時間外在校等時間は 45 時間以上で

76％、80 時間以上で 23％、100 時間越えは 4 名いて、いじめや不登校生徒への対応等補足す

べき業務が多く、時間外の増加がみられる。またいじめ問題等が発生した時には家庭訪問によ

る指導も発生し、先方の都合に合わせると定時の午後 4 時半以降の訪問や報告書の作成で時間

外の作業が増えることになる。 

その他の課題として本年9月から始まる休日部活動の地域移行や来年度実施予定の天中創立

80 周年記念式典の準備がある。（刑部校長） 

→校長からの令和 8年度学校運営方針の説明に対し、全員異議なくこれを承認した。（鈴木滋議長） 

 

 （２）いじめ防止対策 

〇浜松市によるいじめアンケートを年 2 回（6 月・12 月）、天中独自で 10 月と 2 月紙面によるア

ンケートを実施してきたが、今年度からこの紙面によるものをタブレットの Google フォームを

使って実施する。タブレットを自宅に持ち帰らせて落ち着いてやってもらうようにすることを考

えている。アンケートの結果についてはひとつひとつ丁寧に対処している。部活でのいじめは 2

年生で少しある。昨年度もいじめはあったが教育委員会に報告すべき事項はなかった。今年度も

「いじめの見逃しゼロ」で臨みたい。（長谷川生徒指導主事） 

   →いじめの対応で強く言いすぎると関係ない生徒が迷惑を受けることもある。（鈴木滋委員） 

 

（３）職場体験 

  〇今年度は昨年に比べ 1 か月遅い 11 月 19 日（木）・20 日（金）9 時から 15 時で計画している。 

   各事業所の作業等を危険が伴わない範囲でいろいろ体験させることができたらと考えている。働

いている人から生きがいや働くことの厳しさを感じ取ってもらいたいと思っている。 

（2 年学年主任） 

   →既存の事業所（添付リスト）は学校側で交渉していただくようにお願いする。新規事業所の募

集については私から自治会連合会を通じて各自治会に依頼する。希望する業種についてはどん

な点で体験させたいか生徒の希望を記載していただけると助かる。（伊藤太一委員） 

   ⇒生徒がどんなことに興味があるか確認することになっているのでその結果を踏まえてお願い

する内容を付記したい。（2 年学年主任） 

 

 （４）学校部活動の地域移行について 

  〇本年 9 月から教員は原則土日の部活動には参加しない。代わりに「やっちゃえ天中（YCT）」

組織（水野会長）を中心に指導者と連携して活動していくことになる。また指導者の意向と

子供たちの希望にズレがあるといい指導ができない。指導者になる人には何度か平日の部活

動にも参加してもらい先生ともいい関係性をもって活動できるよう、人選にも充分配慮して

進めてもらうようにお願いしている。（大庭教頭） 

 

（５） 子供の貧困、放課後の居場所づくり（学校と地域で協力できること） 

 〇昨年度はしっかり会話できなかったが、今後このテーマについても会話を進めたい。（大庭教頭） 

 

（６） 夢育やらまいか事業 



〇今年度も清水 PTA 会長名でやらまいか事業の予算を申請する。桜並木の保全活動のための予算

についても計上した。詳細は資料でご確認ください。（大庭教頭） 

    

（７） 令和 8 年度学校運営協議会自己評価表 本年度の目標確認 

 〇今年度も第 4 回の学校運営協議会で熟議して自己評価表を作成する。（大庭教頭） 

 

報告事項 

（１） 生徒のボランティア活動参加について 

 〇例年同様自治会の要望を整理して学校側でボランティア活動の人員募集をはかる。（大庭教頭） 

 

（２） 桜の苗木の植樹について 

 〇昨年度同様 4 本程度の植樹を計画している。（大庭教頭） 

 

（３） 今後の予定 

  7 月 7 日（火） 13：20～ 授業参観 

          14：00～15：30（終了予定）学校運営協議会（被服室） 


